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はじめに

近年, 健康意識の向上により, 生涯学習センター

や公民館, 体育館 などで運動に親 しむ人口が増加

している。一方, 新聞や雑誌, VTRな どからの

情報や健康機器の活用 により, 家庭で も, 手軽に

運動に参加できるプログラムが紹介されている。

他方, メディアの影響 は大きく, 視聴者は立場

や興味, 経験: により, 鑑賞型, 参加型, 追求型の

タイプで報道を受け止めている。ダンス関係の番

組は, ジャズダンス, フラダンス, フラメンコ, 

社交ダンス, クラシックバレエなど, メジャーな

領域の講座が開かれ, 関心 を持 っている鑑賞型か

ら, 体験 に踏み切る参加型への移行が期待される。

今回, 一般対象に健康作 りを目的とした参加型

の番組制作をとお して, 生涯学習の立場からダン

スに何が求められ, どのように関わっていけるか

を模索 した。

目的

ダンスが生涯学習にどのように関わっていける

か, TV番 組を制作をとおして追求する。視聴者

が健康を目的 としたダンスを体験すると同時に, 

関心 を舞踊文化に向けることも意識 した。

方法

毎週, ディレクターの提案, 視聴者の投書によっ

てダンスを創作 し, その反応を分析 した。

期間: 新規番組制作の検討; 2000年3月

報道; 2000年4月 ～7分 問/週

対象: 幼児, 高校生, 大学生, 一般, 高齢者。特

に育児に奮闘している30才代半ばの主婦

条件: (1)踊 って楽 しい, (2)か っこよい, 

(3)健 康作 りに役立つ

内容: 創作 ダンス(C), ジャズダンス(J), パ

ラパラダンス(P), レクダンス(R), 健康体操

(H)な ど。(表1)

方法: 通常はスタジオで生放送。本番前 に, 打ち

合わせ及びリハーサルを実施。月末は出張講座で, 

保育所, 短大, 大学, ダンススタジオ, 体育館, 

特別養護老人ホームなどに出かけたVTRの 録画

を見なが ら生放送。

視聴者の感想 ・要望 ・質問などがファックスや

葉書で寄せられ, 積極的に意見を取 り入れた。

結果 と考察

(1)踊 る楽しさ, (2)動 きのかっこよさ, 

(3)健 康面での慈蓄を傾けることを条件 として, 

流行と季節の話題を考慮 したテーマのもとにダン

スを創作 した。技能レベルは 自分にもできそう

だ'と いう, 手頃な内容で, 楽 しい'体 にいい'

気持ちがいい'運 動欲求を満たす'短 時間で

姿勢やスタイルに影響を及ぼす'な ど, 成果が実

感できるものが好評であった。毎回テロップに流

すキャッチコピー(表2)は, 幅広い層 に親近感

をもたれるように工夫 され, 視聴率 を上げる重要

な要素であった。 また, 音声 と映像はス トレー ト

に伝わるよう, コンパク トにまとめられた。

結論
一般対象の参加型TV番 組 として創作 したダン

スが2000年4月 か ら新番組として放映され, TV

局からの要望と視聴者からの反応を分析 したとこ

ろ, (1)体 調の改善, (2)体 型の改善, (3)

ダンスの上達, (4)運 動不足の解消, (5)仲 間

や家族 との交流が求められていることが明らかに

なった。楽しさ, 手軽 さ, 効能, 時間帯などの条

件が整えば, ダンスは生涯学習のプログラムとし

て十分に関与が可能であるといえよう。

表1番 組の日程

表2キ ャ ッチ コ ピー
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